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前時の内容を確認 （一斉） 

・学習内容を思い出して合唱 
する。 

本時の目標を確認（一斉） 

「録画した自分たちの演奏を 

 鑑賞し、歌詞の内容をより 

 よく伝えるための表現につ 

 いて考えよう！」 

【合唱】    

歌詞の内容を考えて歌う 

       （一斉） 

・歌詞や旋律の表す情景

や状態、気持ちを想像

しながら歌う。 

＊この場面を録画する。 

録画Ａ

【合唱】    
発音と音色を考えて歌う 

 （一斉）
・歌詞の内容がよく伝わる
ようにことばの母音や子
音をていねいに発音す
る。 
・他のパートの歌詞や音
色を聞きながら、声の
響 き を 合 わ せ る 。
＊この場面を録画する。 
       録画Ｂ 

 
鑑賞と話し合い 

（グループ） 
・録画Ａと録画Ｂを聴き比
べ、ワークシートに記入
する。 
・気付いたことを基に、歌
詞の内容を合唱の響きと 
ともに伝えるには、どん 
なことに気を付けて表現 
すればよいか考えて話し 
合う。 

 
本時のまとめ  （一斉） 
・話し合いの内容を各グル 
 ープから発表する。 
・よりよい表現と考えられ 
 る方法を取り入れて合唱 
 し、録画する。 録画Ｃ 
・録画Ｃを鑑賞し、歌詞の 
 内容によって、ふさわし 
 い表現があることに気付 
 く。 
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育成したい

国 語 力
× 考える

感じる
話す・聞く
書く 読む

◇ 自分の考えの根拠を明らかにしながら書く。 
 たり、話し手の意図や考え方を感じ取り話の意図を深く聞き取る。 
◇ 場の状況や聞き手の意図を感じたり、それに応じた効果的な話し方を工夫し
◇ 資料（歌詞）に表された内容を理解し、効果的な表現に気付く。 

中学校 ２年 音楽科 
 

「音楽の表現を工夫しよう ～ 発声や和声の響きを感じながら歌詞の内容を表現しよう ～」 

展開１ まとめ 導入 展開２ 展開３ 
本時の流れ 

 

 

 

旋律は歌詞のイン

トネーションや韻、

リフレインなどによ

って規定されている

ことが多いです。歌

詞の情景や状態、気

持ちを表す効果的な

表現に気付き、「考

える力」をはぐくみ

ます。 

 

 
本題材では、音楽を特徴付ける諸要素の
ひとつである「音色」に着目しながら、歌
詞の内容を聴く人に分かりやすく伝える表
現方法を工夫します。 
音楽を聴いて感動できる豊かな感性をは
ぐくむため、本時では【音楽的な感受や表
現の工夫】の観点における「感じる力」
「考える力」を育成します。具体的な取組
として、話し合いの場面で生徒自身が感じ
たことを明確にし、順序だてて話したり、
相手の意見の要旨を的確に把握して聞き取
ったりします。 

クラスの合唱に磨きをかけよう!! 

 ♪録画Ａを聴いて気付いたことは？  ♪録画Ｂを聴いて気付いたことは？ 

 

  

 ♪お気に入りの歌詞や旋律のフレーズは、どこですか？ 

    

   

  理由（                             ） 

  

 ♪「お気に入り」のフレーズはどんなことに気を付けて歌いたいですか？ 

               

 

 

視 点  １ 

ワワーーククシシーートト 

国語力育成の視点 

・発声    ・発音 

・和声の響き ・リズム 

・強弱・速度の変化 

・レガート 

・マルカート 

視 点  ２

 
・録画Ａ・Ｂを聴き比べて感じたこと 
 を相手が理解しやすいように、具体 
 的なイメージをもちながら交流しま 
 す。聞き比べて感じたことをワーク 
 シートに書き、自分の考えを整理し 
 ておくことが大切です。 
・「お気に入りのフレーズ」を見付け 
 どんなことに気を付けて歌いたいか 
 を話し合います。ワークシートに書 
 いたことを基に順序立てて話した 
 り、自分の体験や知識に関連させて 
 考えが深まるように聞いたりしま 
 す。適切に質問をし、相手の意図を 
 聞き取ることも大切です。 
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考える力 

考える力・感じる力

・歌詞の内容にふさわしい表現について、各パートで話し合い、よりよい表現方法を工夫する。【音楽的な感受や表現の工夫】 本時の目標 

題 材 名 

第１時・第２時 
・歌詞の内容をイメージして興味・
関心をもつ。 
・パート練習で音を確認する。 

第３時 
・各パートの音を取
り、合わせる練習を
する。 

第４時・第５時 
・母音や子音の発音を意識する。 

・響きのある発声を工夫する。 

・様々な表現方法を工夫する。 

第６時（本時） 
・演奏を記録して鑑賞する。 
・よりよい表現を考える。 

題材の流れ 

事後・関連等 
・他校の演奏（発表記録）を
聴いたり、学習発表の機会
を設定することにより意欲
をもつ。 


